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誌上ゼミナール
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ピュTタ
ルスの話
技術第一科 井上栄―

■ は じめに

1946年 、およそ18,000本の真空管を用いて、

世界で初めての電子計算機「ENIAC」 が誕

生しました。

それから半世紀、電子素子は秒進分歩の勢い

で開発改良され、計算機の小型化、高速化を可

能とし、今やカラー表示のブック型コンピュー

タが登場する始末です。このままいけぱSF小
説の世界でのみ描かれていた、“夢を見るコン

ピュータ"も 可能となるかもしれません。事実、

既にコンピュータはゥイルスによって病気にな

る?と いう話を皆さんは聞いたことがありませ

んか。

■コンピュータウイルスって何 ?

今から7年程前、某パソコン雑誌 に “コン

ピュータウイルス"と いう記事が掲載されてい

ました。その内容は、A社コンピュi夕 がウイ

ルスに汚染され、データが破壊されたというも

のでした。そして、その予防のためにワクチン

を開発 した…云々。ウイルスとい う言葉は本

来、生物学の言葉で計算機 には関係ないし、

きっと雑誌編集者が冗談で載せたのだろうとそ

の当時は思っていたのですが・・・。

今やコンピュータに関心のある方にとっては

ウイルスの存在は周知の事実です。しかし、こ

れは何も電子顕微鏡写真で見られるような微生

物などではなく、コンピュータ歩巳罪者が作成す

るプログラムにすぎません。

平成 2年 4月 10日 付けの通商産業省告示第139

号によれば、“コンピュータウイルスとは、第

二者のプログラムやデータベースに対 して意図

的に何らかの被害を及ぼすように作られたプロ

グラムであり、次の機能を1つ以上有するもの、

①自己伝染機能…自らの機能によって他のプロ

グラムに自らをコピーし又はシステム機含とを利

用して自らを他のシステムにコピーすることに

より、他のシステムに伝染する機能、②潜伏機能

…発病するための特定時刻、一定時間、処理回

数等の条件を記憶させて、発病するまで症状を

出さない機能、③発病機能―プログラムやデータ
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スター ト

ウイルス特有の活動

感染するプログラムを

サーチ

ウイルス部分を

プログラムにコピー

エンド

図-1 ウイルス基本プログラム
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AIDS
ARAB STAR
BLACK JACK
CAIRO
CHRISTMAS
TAIhTANa・

HOLLAND GIRL

JUNE 13TH
ICELANDIC

JOKER
POLAND
PAYDAY
PSCAPI
SFVIRUS
SORRY
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SYS LOCK
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405

HSH-6
XA-1
EDV(2)

1554

JUNE 16TH
1514/む霞氏CRIME I
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ALABMA
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BOM SUNDAY
PRINT SCREEN
DENZUK ttVLも 助頓CE

DO―NOTHING
ISRAELI

HAPPY SUNDAY
JERUSALEM
LISBON
TINY
STONEEl

JOJ0
SUMS DOS
SUNDAY
V-2000

TYPO B00T
ZERO BUG
1701

JOSHI
SOLANO(2)
EIGHT TUNES/1971

DARK AVEMGER(2)
VCOMM(3)
ORPAX(3)

動岨ISTANI BRAING)

ALAMEDA
MICROBES
BRAIN
CASCADE
GHOST BOOT
DOS62
GHOST COM
HAMMER
1381

PINC PONG
VICTOR
ITAЫAN
RED SEPTEMBER
Tll

SURIV
TRACE BACK
TYPO COM
1024

1702

ЫBERTY
TYPO/FUMBLE
KOREA(2)

CHAOS
SYL1/1A/HOLLAND
V800

AMSTARD
BALACK HOLE
BULGARIAN
IC)BRAIN
DISK KILLER
FRIDAY THE 13TH
ARMAGEDON
MISTAKE
5120(2)

MIX/1
0HIO
SEOUI,I,BC

SARATOGA
SUNNY
Sミ【P
REDX
1704 FORMAT
FRERE JACQUES
2930

SATURDAY 14TH
PERFUMU(2)
DATACRIME H― B
MURPHY
1210

1260

表-l MS― DOSウ イルスの名称

資料iOAセ キュリティンステム (パ ンフレットよりX伽ロンローインターナショナルネットワーク

表-2 コンピュータウイルスの感染経路

④ ピース・ウイルス

⑤クリスマスカー ド・ウイルス

⑥ PC― VANウ イルス

⑦インターネット・ワーム

c非意図的侵入

(ユ ーザがBBSか らダウンロード)

d意図的侵入で、自動侵入

(電子メール、自動化侵入)

コンピュータ

ネットワーク

a非意図的侵入

(ユ ーザがPDSを コピー)

b意図的に侵入できたもの

(郵送されてきたもの)

フロッピィ

デ ィスク

Oパキスタン・ブレイン
②リーハイ・ウイルス
③エイズ・ウイルス

ウイルス

感染経路の事例侵 入 区 分伝染媒体

等のファイルの破壊を行つたり、設計者の意図

しない動作をする等の機能"と いうように定義

されています。コンピュータウイルスという用

語自体は、1984年 のセキュリティ学会でフレデ

リック・コーエン氏がその論文中で使用したの

が端緒であるとされています。

■ コンピュータウイルスの仕組 み
コンピュータウイルスは前述 したように、半

導体素子そのものを破壊するようなものではあ

りません。コンピュータは本来人間がプログラ

ムしたとおりにしか動作 しない受動的なもので

す。正当な使用者は自らのファイルを作成した

いとき作成し、また消したいとき消せる、それ

がコンピュータの真髄でもあるわけです。しか

し、コンピュータウイルスに感染すると全く意

図しない挙動を示 し、最悪の場合、ファイル等

の破壊やシステムダウンを招 くこともありま

す。日本のパソコンで最も普及しているMS―
DOSに感染するウイルスは表-1に 示されるよ

うに約130種存在し、今後ますます増加す るこ

とが予想されます。典型的なウイルスプログラ

ムは図-1の フローチャー トに示された処理手順

を持ち、パソコンではMS― DOSの COMフ
ァイル等の実行形式ファイルに感染することで

自らの増殖 を行 うものが多いようです。そし

て、その感染経路は表-2に 示 されるようにフ

ロッピーディスク等の外部記憶装置やネットワ

ーク回線を用いたファイル等の情報交換による

ものがほとんどです。
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誌上ゼミナール

■

■コンピュータウイルスの代表例
何百種類とあるコンピュータウイルス全てに

ついての説明は不可能です。また、文献によっ

ては分類の仕方もまちまちで統一はされていま

せん。よく使用される特有の活動は同様なもの

が多くあり、そのうちのいくつかをここでは紹

介 します。

① トロイの木1焉 :正常なプログラムに不正命令

を組み込むことによって作成されており、興味

を引くようなファイル名につられて、ファイル

実行をすることによって感染する場合が多いと

言われています。

②論理爆弾 :不正プログラム中のある論理が真

となること、すなわち、ある条件が整うことに

より機能するもので、特に時間を条件としたも

のは時限爆弾と言われ、13日 の金曜日になると

活動するものや、クリスマスになると活動する

ものが有名です。

③WORM:不 正命令のみにより構成されてい

る不正プログラムであって、増殖機能を有する

ものの うち、単独で存在するもので、オペレー

ティング・ システムにおける自動実行機能を利

用 し、ネットワークで接続 されたコンピュータ

に不正侵入 を繰 り返すものです。

④サラミ攻撃 :コ ンピュータにょり財務処理、

給与処理等を行う場合に発生する通貨の最小単

表-3 ウイルスの開発目的

① 学術研究
② 技術力の誇示

③ ソフトウェア不正コピーヘの警告
④ 社員の怠惰、報復行為
⑤ 詐欺
⑥ 脅迫

⑦ 窃盗

③ 歩巳罪証拠隠減
③ 成績主義社会でのサバイバル戦術
⑩ テロリズム

① 産業スパイ

⑫ 軍事スパイ

⑬ 遊び

位以下の金銭を僅かずつ窃盗する場合に使用さ

れるものです。

■ コンピュータウイ,レスの目的 と対策子旨針

コンピュータウイルスの真の開発目的は、作

成者以外 t引ま分からないというのが本当のとこ

ろですが、表-3の ような事例が一般的に考えら

れています。

コンピュータシステムそのものに影響を及ぼ

すような悪性のウイルスは高度情報社会におい

て大 きな脅威 となります。また日本において

も、そのリスクマネージメントの必要性につい

て徐々に認識されるようになってきています。

行政の対策指針 として、前述 したように通産

省は告示を出しています。そして、ウイルス被

害再発防止のため、被害のあった時には情報処

理振興事業協会に必要な情報を届けることとし

ています。また、警察庁においても、平成元年

■月にコンピュータウイルス等不正プログラム

対策指針を発表し、これらコンピュータ犯罪に

対する考え方を明確にしています。法的な整備

もいくつかの検討課題はあるものの、機械をだ

ました場合の詐欺罪の適用等の罰則強化策がと

られています。

また、情報化保険も1988年 に改定され、コン

ピュ▼夕総合保険の特約として、ウイルスによ

6



■

使用方法 ミスの有無確認

ファイル日付、サイズ確認

他人の症状確認

感染時期の推定

バ ックアップの不J用

ワクチンの利用

図-2 感染したときの対処法

る損害の一部 が担保可能 となっているようで

す。

■ コンピュータウイルスの予防 と対応策
このように着々と法や指針などの物理的対策

は整備 されつつあり
Jま

すが、いざ自分のコン

ピュータがゥイルスに感染されてしまったら、

また感染 しないためには、どのようにすれば良

いのでしょっか。

一般的には図 2の ような対処方法を取る場合

が多いと思いますが、一番重要なのは定期的に

バックアップをとることです。

もう一つの方法にワクチンの使用がありま
す。ワクチンは①ウイルスの侵入阻止、②感染の

検知、③ウイアレス活動の停止、④ウイルスの除去

を目的としたプログラムです。パソコンではマツ
キントッシュ用に多くの優秀なものが、フリー

ソフトウエアや有償ソフトウエアを問わずあり

ますし、日本で最も普及しているPC-9800用
も少数ですが出回っています。

また、MS― DOSマ シンでは IO.SYS
やMSDOS.SYSに 感染する場合が多いの

で、現在使用しているこれらのものとあらかじ

め複製 しておいたオリジナルをファイル比較ユ

ーティリティによってチェックするだけでも有

効であると言われています。

■おわりに
コンピュータウイルスという言葉ができる以

前からクッキーモ ンスター等、ウイルス的なプ

ログラムは存在 していました。そして、それら

はプログラマー同志の悪ふざけや、技術力の誇

示 という動機から作 られたものが多 く、彼 ら自

身には罪の意識が希薄であったと言われていま

す。

生活がコンピュータと切 り放せなくなった今

日、人命に係わる問題発生 も考えられます。物

理的な対策のみならず、人格形成も含めたコン

ピュータ使用者のモラルの確立が急務と言える

のではないでしょうか。皆さんもくれぐれも開

発 しようなどとは考えないで ください。

参考文献

「コンピュータウイルスの安全対策」

細貝康夫著、にっかん書房

「コンピュータウィルス ー自己増殖プログラムー」

中村八束・不破泰共著、昭晃堂

「コンピュータウィルス等不正プログラム対策指針」

警察庁コンピュータンステム安全対策研究会

「コンピュータウイルス対策基準解説書」

通産省機械情報局監修、日本情報処理開発協会

「コンピュータウイルス」

編集部ウイルス対策チーム編、技術評論社
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感染経路の推定

注意の呼びかけ

正常なファイルを戻す

ディスクを初期化する

書き込み禁上のシステム

ディスクで立上げ後、
バックアップを作る

感染した恐れのある

ディスクを整理する

ウイルス感染の確認



テクノレポート

■

切削工具非接触自動寸法測定機の開発

1.ま えがき

現在ダイヤモンドバイト製造における検査工

程では、幅等の寸法はマイクロメーターを用

い、また角度や円の半径の測定は投影機 を用

い、ゲージと比較することにより行っているが、

以下に示すような問題点がある。

①マイクロメーターを用いた測定においては、

接触測定であるので、製品に欠け等が生じるこ

とがある。

②測定に熟練を要する。また手作業のため、測

定者による測定値の個人差がある。

③信頼性の高い測定を行うには時間がかかり、

L

θl θ2

コス トアップにつながる。

そこで切削工具の測定における非接触化、測

定精度 (繰 り返 し精度)の 向上、測定時間の短

縮 を図るため、測定機の開発 を行った。

2.被測定物の形状および測定箇所

本測定機の対象とする切削工具 (バ イ ト)の
上面から見た形状 を図 1に示す。このバイ トは

自動車等のピス トンのリング溝 を加工するリン

グバイ トであり、測定箇所は、バイ ト幅 L、 先

端半径 Rl、 R2および逃げ角 θl、 θ2であ

る。

GP‐ IB

Rl   R2

パーソナル

コンピュータ

PC‐9801
―軸テーブル

レーザー

外形測定機

図-1 切削工具の形状 図-2 測定機の外観と構成



■

図-3 レーザー外形測定機の原理

3.測定機のハー ドウェア

ハー ドウェアの外観 および構成を図-2に 示

す。構成要素はパーソナルコンピュータ、レー

ザー外形測定機、一軸テーブルであり、それら

をGP― IBに より接続 した。

レーザー外形測定機は、爛 ミツトヨ製のレー

ザー外形測定機『レーザースキャンマイクロメ

ーター』を使用した。この測定機は、被測定物

の任意の線上の座標値を非接触で測定するもの

であり、GP― IBで詰1御する。本測定機の測定

原理を図-3に示す。

一軸テーブルは、中央精機帥製の『パルスス

テージ/パルスコントローラ』を用いた。被測

定物を直線に指示された量だけ移動させるため

のものであり、GP― IBで移動距離・速度 。向

きの指示ができる。

FOレ ンズ
F01ens

RS2

4.測定機のソフトウェア

このシステムのソフトウェアは、次に記す要

素から構成 される。 1つ は、測定機のハー ド

ウェアを制御して測定を行 うことにより、図-4

に示す様な測定生データを作成する部分であ

り、もう一つは、測定した生データを演算する

ことにより、バイトの幅およびバイト両端の先

端半径・逃げ角からなる測定値を、算出する部

分である。この中で、測定値を演算する方法に

ついて、以下に記す。

4-1測定データの円要素と線要素への分離
｀

先端半径および逃げ角を求めるをめには、図
-4に示される配列状の測定生データを、図-5に

示す先端の円を構成する要素と、平行部の線を

構成する要素に分離する必要がある。なお先端

9

デー タ表 示 アナログ出力
イ肝監1誌】

矯
LEDア レイキーポー ド

信号
タ

ト

ン
ツ
ウ

セ
カ

カウンタ
クロック

モータパルス エ ッジ検 出
セグメン ト
選択回路

ゲー ト

半導体 レーザ ｅｎｔ

ｒａｔｉ。

ｅ‐ｅｍ

ｇｅｎｅｍｓｉｇｎａ‐雌ｒｅｓｅｔ

受光 素子 (リ セ ッ ト信 号 )

MP

0⑪
十日比

RSl   ③
アンプ

ポリゴン

モータ ドライアヾ
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(テ ープル座標、SEGl)

(テ ープル座標、SEG l+SEG2)

十十十二ヽ
最小二乗線

準

Pk

δk

＼
十

十 +十 十

P

先端部測定長さ

図-4 測定生データ

平行部測定長さ

円と線との間の無視する さ

の無視する長さ

0円要素  ▲ 線要素  十演算に用いない点

図-5 要素の分離

部はレーザーの性質上誤差を含むため、一定の

長さのデータは演算には用いないこととした。

また、円要素から線要素へ変わる部分について

も、その区切 りを厳密に決定することが困難な

ので、一定の長さのデータは演算には用いない

こととした。

以下に分離の方法について記す。

ここで測定点のデータ点列は、P.(x.,y・ )～

Pn(xn,yn)の n点であるとする。その中で、任意

の点Piか らプログラムで与える基準長さの部分

点列に着目する。これは、図-6に示すように部

分点列の最終点をP,と すると、PドP,の部分点

列に着目するということである。そして、部分

点列の最小二乗線を求める。

基準長さ

図■ 分離の方法

δ l

しきい値

δ (n-1)

Pl P(n-1)

図-7 円と線の分離のイメージ

部分点列中の任意の一点 Pkに おいて 採 を定

義する。永は部分点列の最小二乗線とykの y軸

方向の距離である。

次に、部分点列 Pi～ P,に おける択の平均値

を部分点列の始点Piに 固有の値 と考えふとお

く。島は定義より点PドP,が直線に近くなると

小さい値を、そうでないとき大きい値をとる。

測定するバイトは先端が円で、その後は直線に

ならんでいるので、測定データの最後の点を除

く点列 P.～ P瞼-1)に ついてδェ～風n-1)を 求める

と図-7の様になる。従って適当なしきい値を設

定することにより、円要素と線要素の分離がで

きる。ただし、データ点列の終 りの方で、基準

長さが最終データを越える範囲については、最

▲
▲

▲
▲

▲
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上部

下部

脚蒟脚獅

伯)

(b)

図-8 測定結果表示

終データまでのデータ点列により計算 した。

4-2先端半径の演算

前記4-1の方法で作成した円要素の点列デー

タから最小二乗円を計算 し、その半径を先端半

径とした。

4-3逃げ角の演算

前記4-1の 方法で作成した線要素の点列デー

タから、最小二乗線を求め、その線と測定機の

テーブル移動軸のなす角を逃げ角とした。

5.結果表示例

測定結果の画面表示例を図―Ⅸaxb)に示すとバ

イトは左右対象なので画面では、それを上部お

よび下部に分けて、一軸テーブルの軸方向を横

軸にとり表示 した。

図―駅a)は 測定データの点列を上下それぞれ一

点目を原点として表示 したものである。なお右

側には画面に入 りきらないデー タが続 いてい

る。図―駅b)は 図―Ⅸa)の データを 4-2、 4-3で

定めた方法により演算 して円および線 を求め重

ねて表示 した図である。

6.む す び

非接触自動寸法測定機のハー ドウェアおよび

ソフトウェアの開発はほぼ完了し、逃げ角およ

びバイト幅は良好な測定値が得られた。先端の

半径については、演算のために数種のパラメー

タを適切な値に設定する必要があるので、当面

現場において他の測定機と併用して測定パラメ

ータと測定値の関係についてデータIIX集 を行 う

こととした。

ヽ
ゝ

293718

2848硝

ｒ

・

上部

下部

、旺勁咤蒟

.D81446

.38-幅
―.m9082

1.269
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■

工業技術センター女性スタッフによる突撃インタビュー

ジョゼ● カルロスブラジルからの研修生

センターニュース

毎日、優 しい笑顔を浮かべて「オハヨウゴザ

イマス」とさわやかに挨拶をしてくださるジョ

ゼさん、日本に来られて 4カ 月、工業技術セン

ターでは2カ 月たちました。ブラジルからの研

修生、ジョゼ・カルロスさんにインタビューし

ました。

―― どのような目的で 日本 に来 られたのです

か。

ジョゼ 日本の科学技術は世界一だと思ってい

るので、それを学ぶために来ました。

一
小さい頃から科学に興味を持っておられた

のですか。

ジョゼ 子どもの頃は飛行機が好きで、よくプ

ラモデルを作ったりしていました。

一一 日本に来て 4カ 月たちましたが、生活には

慣れましたか。また、一番困ったことはどんな

ことですか。

ジョゼ インターナショナルハウスで2カ 月間

日本語を学びました。そ

の時の先生が、日本とブ

ラジルの生活の違いも教

えてくれました。私が困

っている時は、日本人は

親切 に助けてくれます。

(質問と答えがちぐはぐ

で した)

左から、片山嘱託 (振興協会)、

ジョゼ氏、奥村嘱託 (振興協会)、

山下主査、高橋嘱託 (振興協会)

困ったことは、和式 トイレの使い方が解らな

かった事と、道路が狭いのと、車が左を走って

いたので戸惑いました。

一
日本とブラジルで最も違 うところはどんな

ところですか。

ジョゼ 日本は学ぶ機会に恵まれていると思い

ます。ブラジルでは、日本と同じで中学校まで

が義務教育ですが、政府の統計では30%の子供

たちしか学校へ行 くことが出来ません。小さな

子供たちですら働 く必要があり、学校に行くこ

とができないのです。

一
それは、ブラジル全体のことですか。

ジョゼ 地域によって違いがあります。良い地

域と悪い地域があり、最も悪い地域では無法地

帯となっており、みんな挙銃を所持 しています。

その点日本は安全でいいですね。 (ま た、脱線)

一一日本での休日は何をしておられますか。

ジョゼ インターナショナルハウスでキーボー

ドをたたいています。それと、時々音楽を聞い

12



紙に書いてのコミュニケーション

ています。

一
ブラジルでは休日はどれだけありますか。

ジョゼ 土・日が休みです。ほかに30日 程度の

休みがあります。 1月 ～ 2月 の夏の間にとりま

す。(ブラジルは、日本から言うと、地球の反対

側にあるので季節が逆。)

別荘を持っているので、 (ワ ァー すごい…)

そこで過ごしたりします。私は日本から帰った

ら、 4月 に休みをもらいます。

一一 日本とブラジルの食べ物で好きなものは何

ですか。

ジョゼ 日本の食べ物では、東U身が好きです。

とても美味 しいです。ブラジルでは、バーベキ

ューが好きで毎週食べていました。日本でも毎

週ステーキを食べていますが、肉の値段がとて

も高いです。ブラジルでは、今、 1キ ロ3oo円

程度です。 (日 本の30年以上前の値段です)

一
最後になりますが、当センタエの感想とジ

ョゼさんのこれからの人生における抱負をお聞

かせください。

ジョゼ センターは、設備が充実し、多くの技

術者がおられ大変勉強になるところだと思いま

す。

■ジョゼ・カルロス・バス・ダ・シルバ氏
ブラジル、リオ・グランデ・ ド・スーテレ州SENAl
指導員。平成 3年度滋賀県海外技術研修員として

来日。工業技術センターにて精密測定の自動化技

術の研修中 (8ケ 月間)。

SENAI:ェ業試験場と職業Hli練 校とを兼ね備えた

組織

これからは、自分の健康に注意し、家族を幸

せにするよう頑張 ります。ブラジルに帰ったら、

ここで学んだことを多くの人に伝 え、将来は技

術責任者になりたいと思っています。

一― どうもありがとうございました。センター

での生活も始まったばかりですが、身体に注意

をして勉強してください。

インタビューの間中、ニコニコと質問に答え

てくださいました。英語での会話だったため、

意志の疎通がうまくいかず、身振 り手振 りを交

え、紙に絵 を書いて進めました。

家族のことをとても大切にしておられ、会話

の端々にその想いがにじんでおりました。一男

三女の子供のこと、結婚 した友達に対する楽 し

いいじわる、クリスマスパーティ等、話は尽 き

なかったのですが紙面の都合で割愛 させていた

だきました。

最後 に、以前見せていただいた、奥様の写真

はとてもきれいな方でしたのに、日本の女性は

美 しいなどと、お世辞など言っていただきまし

た。
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センターニュース

■

(仮称)工業技術振興会館の建設スタート 世

●
　

゛

去 る10月 24日 、工業技術センターの南隣にお

いて、 (仮称)工業技術振興会館の起工式が催

され、同会館の建設がスター トしました。

さて、急激に進展する技術革新、情報化、国

際化等の社会変化に機敏に対応するためには、

技術力、研究開発力の向上 を図っていくことが

重要であり、そのためには技術者の養成や産学

官・異業種交流の促進、技術情報の提供等のソ

フ トな工業振興 の支援機能の整備 が不可欠で

す。このため、

①高度技術者の育成

②特許情報をはじめとする工業所有権情報、先
端技術情報の収集・提供

③地域融合化促進

④産学官交流
等の機能を有した総合的支援機関として、この

会館を建設し、本県の工業振興基盤の整備充実

を図って行 きます。

施設の概要

場 所 栗東町上砥山234番 1

(工業技術センター南隣)

構 造 鉄筋コンクリート造 3階建

面 積 延べ床面積 2,394平方メートル

エ 期 平成 3年 10月 ～平成 4年 10月

工 費 約10億 円

完成予想図

龍谷大学の学外実習受け入れ

瀬田の丘陵地に龍谷大学が開学して 3年、こ

の夏休みに理工学部の全 3年生による企業等で

の学外実習が行われました。工業技術センター

においても、このことに文↓応 して、 8月 26日 か

ら9月 20日 までの約 4週間、 2名 の学生を研修

生として受け入れました。産学官交流の一つの

形として、来年以降 も積極的に受け入れを行

い、若い技術者の育成に努めていく予定です。

また、当センターでは、中小企業育成の一環

として、企業からの研究生を平成 2年度から受

け入れを行っています。研究生派遣の希望があ

りましたら、どうぞ、当センターまでお気軽に

御相談 ください。
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5 INCERITY

デ■い I

NDUSTRY
勤勉 Π

ICETY
柿緻 h NOWLEDGE

IJ識 0 UTPUT
成熙

の
協
議
体
で
あ
る

〈近
畿
融
合
化
サ
ミ
ッ
ト
〉
の

発
足
な
ど
も
あ

っ
て
他
府
県
の
組
織

。
活
動
に
も

決
定
的
な
遅
れ
を
と
ら
な
い
よ
う
に
す
る
必
要
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
度
の
滋
賀
県
異
業
種
交
流

連
合
会
の
設
立
は
大
変
意
義
深
い
と
思
わ
れ
る
。」

「本
日
の
新
た
な
出
会
い
の
場
で
の
交
流
を
契
機

に
中
小
企
業
発
展
の
新
た
な
潮
流
で
あ
る
融
合
化

に
さ
ら
に
努
力
し
我
々
中
小
企
業
も

″小
さ
な
大

企
業
″
を
目
指
し
て
い
こ
う
」
と
静
か
な
な
か
に

も
力
強
い
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
中
小

企
業
事
業
団
情
報
調
査
部
濱
田
次
長
や
滋
賀
県
の

異
業
種
交
流
で
は
お
馴
染
み
の
①
全
国
融
合
化
促

進
財
回
西
脇
理
事
の
あ
い
さ
つ
に
つ
づ
き
、
来
賓

の
滋
賀
県
商
工
労
働
部
藤
井
次
長

（知
事
代
理
）
、

開
催
地
の
獅
山
彦
根
市
長
の
歓
迎
あ
い
さ
つ
を
受

け
た
あ
と
、
主
管
グ
ル
ー
プ
を
代
表
し
て
彦
根
異

業
種
交
流
研
究
会

（Ｇ
Ａ
Ｔ
）
澤
田
会
長
の
あ
い

さ
つ
で
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
を
し
め
く
く
り
ま
し

た
。
こ
の
あ
と
、
「異
業
種
交
流
と
発
想
～
分
科

会
の
あ
り
か
た
～
」
と
題
す
る
彦
根
Ｃ
Ａ
Ｔ
の
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
佛
東
海
総
合
研
究
所
顧
間
高
岸
義

昭
氏
の
講
演
を
聞
き
ま
し
た
。

交
流
会
場
の
プ
リ
ン
ス
ホ
ー
ル
は
参
加
企
業
の

展
示

コ
ー
ナ
ー
を
周
囲
に
、
中
央
に
１４
の
分
科

会
の
テ
ー
ブ
ル
が
配
置
さ
れ
、
参
加
者
は
そ
れ
ぞ

れ
の
テ
ー
ブ
ル
に
分
散
し
て
交
流
会
に
入
り
ま
し

た
。
展
示
出
品
は
１２
グ
ル
ー
プ
か
ら
計
２９
社
が

出
品
さ
れ
、
日
頃
み
る
こ
と
の
で
き
な
い
ユ
ニ

ー
ク
な
商
品
も
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
開
発
商

品
や
い
わ
ゆ
る
本
業
以
外
の
多
角
化
を
志
向
し
た

製
品
が
目
に
つ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
数
は
少
な
い

が
、
グ
ル
ー
プ
で
開
発
し
た
製
品
も
出
品
さ
れ
ま

し
た
。

分
科
会
は
、
「技
術
」
「製
品
開
発
」
「販
路
」

「新
規
事
業
」
の
四
テ
ー
マ
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ

人
脈

（参
考
に
な
る
人
と
出
会
い
た
い
）
・
協
力

（開
発
の
ヒ
ン
ト
を
く
だ
さ
い
）
。
提
携

（手
を

組
み
ま
せ
ん
か
）
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
リ
グ
ル
ー

プ
分
け
し
、
各
々
の
グ
ル
ー
プ
に
は
専
門
家
の
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
に
入

っ
て
も
ら
い
話
し
合
う
と
い
う

方
法
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
初
対
面
の
参
加

者
同
士
が
打
ち
融
け
て
対
話
で
き
る
雰
囲
気
を
早

め
に
つ
く
る
た
め
、
食
事
や
飲
物
な
ど
も
と
り
な

が
ら
進
行
し
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
の
分
科
会
も
適

度
に
和
や
か
か
つ
真
摯
な
ム
ー
ド
で
終
始
し
た
よ

う
で
す
。

大
会
後
の
参
加
者
の
感
想
で
は
、
「新
し
い
試

み
の
大
会
で
有
意
義
だ

っ
た
」
「自
社
の
経
営
、

将
来
に
刺
激
に
な

っ
た
」
「楽
し
く
参
加
で
き
成

功
と
思
う
」
「時
間
が
短
い
の
で
具
体
的
な
成
果

は
な
か

っ
た
が
、
情
報
が
ふ
え
た
」
「他
グ
ル
ー

プ
と
の
交
流
が
で
き
、
今
後
の
パ
ー
ト
ナ
ー
探
し

の
芽
が
で
き
た
」
な
ど
が
大
勢
で
し
た
。

運
営
面
で
は

「堅
苦
し
い
あ
い
さ
つ
が
な
く
良

か
っ
た
」
「無
理
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
な
く
円
滑

だ

っ
た
」
「分
科
会
の
割
り
方
に

一
考
あ
る
と
よ

い
」
「も

っ
と
深
く
話
し
合
え
る
よ
う
な
時
間
配

分
に
」
「分
科
会
の
人
数
を
工
夫
す
る
」
な
ど
で

交
流
会
、
分
科
会
の
持
ち
方
に
関
す
る
意
見
が
多

く
あ
り
ま
し
た
。

今
後

の
希
望
と
し
て
は
、
「
こ
の
よ
う
な
機
会

を
も

つ
と
多
く
」
「毎
年
開
催
を
」
「継
続
は
力
な

り
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
続
け
て
欲
し
い
」
な
ど
の

答
え
が
圧
倒
的
で
し
た
が

「実
務
担
当
者
レ
ベ
ル

に
よ
る
具
体
的
問
題
提
出
検
討
の
場
も
考
え
る
」

「新
商
品
開
発
の
事
例
発
表
を
し
て
は
」
「女
性

の
メ
ン
バ
ー
も
参
加
で
き
る
態
勢
に
」
「
パ
ー
ト

ナ
ー
を
探
す
た
め
の
活
字
を
通
し
た
交
流
も
行
え

ば
」
な
ど
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

誕
生
し
た
ば
か
り
の
連
合
会
で
す
が
、
今
後
と

も

「人
と
人
と
の
」
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実

を
め
ざ
し
た
活
動
の
展
開
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
す
。

Ｗ

嗚
　

゛

参加企業の展示コーナー

14 ~



異
業
種
交
流

″新
た
な
出
会
い
を
求
め
て
々

第

一
回
滋
賀
県
異
業
種
交
流
大
会
開
催
さ
れ
る

９
月
２７
日
、
滋
賀
県
内
の
要
業
種
交
流
グ
ル

ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
が

一
堂
に
会
し
て
、
フ
」
ん
な

人
に
必
ず
出
会
え
る
」
フ
」
ん
な
チ
ャ
ン
ス
を
発

見
で
き
る
」
コ
」
ん
な
想
い
を
わ
か
ち
あ
え
る
」

こ
と
を
め
ざ
し
た
県
内
で
は
初
め
て
の
異
業
種
交

流
の
集
い
が
、
約
１
９
０
名
の
参
加
を
得
て
、
彦

根
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

（彦
根
市
）
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
県
内
異
業
種
グ
ル
ー
プ
の
連
絡

組
織
で
あ

っ
た
滋
賀
県
異
業
種
交
流
連
絡
協
議
会

を
発
展
的
に
解
消
し
、
交
流
の
拡
が
り
と
各
グ
ル

ー
プ
の

「人
と
人
と
の
」
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

を
目
指
し
て
、
去
る
７
月
１２
日
に
結
成
さ
れ
た

滋
賀
県
異
業
種
交
流
連
合
会

（Ａ
Ｓ
Ｉ
Ａ
）
の
設

立
を
記
念
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

大
会
の
企
画
、
準
備
に
つ
い
て
は
今
年
で
グ
ル

ー
プ
結
成
３
周
年
を
迎
え
る
彦
根
異
業
種
交
流
研

究
会

（Ｇ
Ａ
Ｔ
彦
根
）
を
主
管
グ
ル
ー
プ
と
し
て

実
行
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
彦
根
商
工
会
議
所

（Ｇ
Ａ
Ｔ
彦
根
事
務
局
）
と
の
緊
密
な
連
携
の
も

と
に
会
員
メ
ン
バ
ー
の
熱
意
あ
ふ
れ
る
活
動
に
よ

り
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

新
生
連
合
会
の
今
後
の
発
展
に
対
す
る
県
内
の

グ
ル
ー
プ
各
会
員
の
期
待
も
徐
々
に
高
ま
り
第

一

回
の
大
会
の
成
功
を
期
し
て
積
極
的
に
参
加
し
よ

う
と
い
う
気
運
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

本
大
会
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
全
国

・

地
方
ブ
ロ
ッ
ク
等
の
暴
業
種
交
流
大
会
の
催
し
に

し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
よ
う
な
定
型
的
な
内
容
で
は

な
か
な
か
交
流
の
実
効
を
図
る
こ
と
に
は
な
ら
な

い
こ
と
か
ら
、
極
カ
セ
レ
モ
ニ
ー
や
講
演
を
省
略

し
、
で
き
る
か
ぎ
り
参
加
者
同
士
が

″実
の
あ
る

出
会
い
の
チ
ャ
ン
ス
″
を

つ
く
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
と
工
夫
が
こ
ら
さ
れ
た
の
が
特
徴
で
す
。

そ
の
た
め
、
テ
ー
マ
別
の
グ
ル
ー
プ
討
論
を
行
う

分
科
会
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
心
的
行
事
に
位
置
付

け
、
グ
ル
ー
プ
分
け
に
つ
い
て
は
事
前
に
全
会
員

に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
希
望
の

テ
ー
マ
と
コ
メ
ン
ト
を
聴
取
す
る
な
ど
キ
メ
細
か

い
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
当
日
は
、
滋
賀
県
異
業
種
交
流
連
合
会
の

奥
村
会
長
か
ら
、
「全
国
的
に
中
小
企
業
の
融
合

化
関
連
事
業
が
進
展
す
る
な
か
で
、
滋
賀
で
も
よ

り
広
い
交
流
の
場
を
築
く
こ
と
で
会
員
に
メ
リ
ッ

卜
を
与
え
、
会
員
の
異
業
種
交
流
に
対
す
る
期
待

に
応
え
う
る
組
織
の
必
要
性
が
共
通
の
認
識
と
な

り
つ
つ
あ
る
」
フ
」
の
ほ
ど
近
畿
の
府
県
レ
ベ
ル

交流会場、テーブルごとに分科会に分かれている
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置
さ
れ
た
汎
用
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
に
オ
フ
コ
ン
、
パ

ソ
コ
ン
、
工
作
機
械
な
ど
の
制
御
用
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
や
端
木
機
が
、
部
分
的
な
Ｌ
Ａ
Ｎ
で
接
続
さ
れ

た
統
合
シ
ス
テ
ム
で
あ

っ
て
も
よ
い
。
ま
た
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
が
混
在
す
る
例
も
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
不ヽ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
非
接
続
部
分
に
お
け
る
情
報
伝
達
は
ス
ム
ー

ズ
に
行
わ
れ
て
お
り
、
結
果
的
に
Ｆ
Ｎ
Ｍ
シ
ス
テ

ム
に
な

っ
て
い
る
必
要
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
Ｓ
Ｉ
Ｓ
の
構
築
に
は
、
従
来
型
情
報

シ
ス
テ
ム
の
よ
う
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
部
門
主
導
型

の
シ
ス
テ
ム
開
発
で
は
な
く
、
企
業
ビ
ジ
ョ
ン
を

実
現
す
る
情
報
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
経

営
者
な
い
し
は
管
理
者
が
シ
ス
テ
ム
開
発
に
直
接

加
わ
ら
な
け
れ
ば
開
発
で
き
な
い
と
い
え
よ
う
。

そ
れ
は
、
従
来
型
の
情
報
シ
ス
テ
ム
と
は
異
な

り
、
Ｓ
Ｉ
Ｓ
な
く
し
て
日
常
の
経
営
活
動
が
で
き

な
い
と
い
う
ほ
ど
に
、
情
報
シ
ス
テ
ム
と
経
営
活

動
が
密
接
に
結
び

つ
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
条
件
が
逆
効
果
に
働
き
、
企
業
ビ
ジ
ョ

ン
の
描
き
方
の
失
敗
に
よ

っ
て
基
幹
業
務
が
傾

き
、
Ｓ
Ｉ
Ｓ
が
そ
の
足
を
引

っ
張
り
、
倒
産
を
速

め
る
よ
う
な
結
果
に
な
る
場
合
も
あ
り
得
る
。
Ａ

Ａ
と
競
争
し
た
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド

・
エ
ア
ー
ラ
イ
ン

（Ｕ
Ａ
）
の
場
合
が
こ
の
例
に
近
い
。

同
じ
商
品
を
売
る
企
業
で
あ

っ
て
も
、
強
い
販

売
ル
ー
ト
を
持

つ
企
業
、
新
製
品
開
発
の
技
術
カ

を
売
り
も
の
に
す
る
企
業
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経

営
環
境
や
企
業
ポ
リ
シ
ー
に
よ

っ
て
、
企
業
ビ
ジ

ョ
ン
の
描
き
方
は
異
な

っ
て
く
る
。
こ
れ
に
と
も

な

っ
て
当
然
、
Ｓ
Ｉ
Ｓ
自
体
の
シ
ス
テ
ム
内
容
や

処
理
方
法
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
中
身
も
違

っ
て
く

る
。
た
と
え
ば
、
同
じ
よ
う
な
コ
ピ
ー
機
の
事
業

を
展
開
す
る
リ
コ
ー
と
キ
ャ
ノ
ン
の
例
が
そ
れ
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
自
社
の
強
み
を
Ｓ
Ｉ
Ｓ
の
構

築
に
生
か
す
に
は
、
全
体
設
計
の
段
階
で
社
内
に

目
を
向
け
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
市
場
に
お
け
る

自
社
の
競
争
環
境
の
把
握
、
競
合
相
手
の
戦
略
的

ビ
ジ
ョ
ン
の
分
析
、
顧
客

ニ
ー
ズ
の
分
析
と
顧
客

へ
の
メ
リ
ッ
ト
の
実
現
に
向
け
て
対
応
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ヤ
マ
ト
の
宅
急
便
は
、
荷
物
追
跡
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
よ
っ
て
、
荷
物
が
安
全
に
速
く
届
く
と
い

う
顧
客
へ
の
メ
リ
ッ
ト
を
実
現
し
た
。
ト
ー
ヨ
ー

サ
ッ
シ
は
商
品
ア
イ
テ
ム
の
急
増
に
と
も
な
う
代

理
店
在
庫
の
増
加
問
題
を
‐
、
全
国
に
物
流
拠
点
の

設
置
と
翌
日
配
送
と
い
う
対
応
に
よ

っ
て
代
理
店

の
在
庫
コ
ス
ト
を
ゼ
ロ
に
す
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト

を
実
現
し
た
。
中
古
車
の
オ
ー
タ
シ
ョ
ン
と
そ
の

情
報
を
通
信
衛
星
を
使

っ
て
全
国
の
契
約
店
へ
一

斉
に
提
供
す
る
オ
ー
ク
ネ
ッ
ト
は
、
文
字
情
報
と

画
像
情
報
を
送
り
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
オ
ー
ク
シ

ョ
ン
に
参
加
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
を
、
現
物

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
と
同
等
の
安
い
コ
ス
ト
で
実
現
し

て
い
る
。
い
ず
れ
も
Ｓ
Ｉ
Ｓ
を
核
と
す
る
経
営
戦

略
で
あ
る
。

そ
し
て
、
最
近
で
は
、
製
造
企
業
に
も
そ
の
指

向
が
広
が
り
、
生
産
シ
ス
テ
ム
に
Ｓ
Ｉ
Ｓ
そ
の
も

の
を
取
り
入
れ
た
経
営
戦
略
が
展
開
さ
れ
つ
つ
あ

る
。
紳
士
服
を
製
造
す
る
メ
ル
ボ
や
ナ
シ
ョ
ナ
ル

自
転
車
工
業
が
そ
の
例
で
あ
る
。
顧
客
の
欲
求
を

速
く
満
足
さ
せ
る
た
め
に
、
顧
客
の
詳
細
な
ニ
ー

ズ
を
迅
速
に
工
場

へ
僚
一え
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
、
Ｃ
Ａ
Ｍ
、

Ｆ
Ｍ
Ｓ
な
ど
の
Ｃ
Ｉ
Ｍ
を
駆
使
し
て
個
別
製
品

を
、
ジ
ャ
ス
ト
イ
ン
タ
イ
ム

（Ｊ
Ｉ
Ｔ
）
に
資
材

や
部
品
が
届
く
シ
ス
テ
ム
を
使

っ
て
、
タ
イ
ム
リ

ー
に
生
産
し
て
い
る
。
注
文
し
た
製
品
が
顧
客
に

届
く
日
数
は
、
２
週
間
を
必
要
と
し
な
い
速
さ
で

あ
る
。

戦
略
的
情
報
シ
ス
テ
ム
は
、
も
と
も
と
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
が
も
つ
特
長
と
し
て
の
、
大
量
デ
ー
タ
の

記
憶
、
処
理
の
迅
速
性
と
正
確
性
、
自
動
制
御
が

可
能
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
す
と
と
も
に
、
情

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
よ

っ
て
生
じ
る
情
報
資
源

の
共
有

・
共
用
の
メ
リ
ッ
ト
と
、
「ょ
り
速
く
、

よ
り
木
目
細
か
く
、
よ
り
正
確
に
」
と
い
う
威
力

を
最
大
限
に
発
揮
さ
せ
た
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
最
新
技
術
と
、
企
業
経
営
の
蓄
積
さ
れ
た

ノ
ウ
ハ
ウ
が

一
体
化
し
た
経
営
シ
ス
テ
ム
が
、
経

営
戦
略
を
成
功
さ
せ
る
と
い
え
よ
う
。

わ
が
国
の
民
間
企
業
に
お
け
る
設
備
投
資
額
の

約
２５
％
が
情
報
化
設
備
投
資
に
あ
て
ら
れ
、
そ

の
額
は
約
１６
兆
円
に
達
す
る
と
の
デ
ー
タ
が
発

表
さ
れ
て
い
る
。
「そ
れ
自
体
を
競
争
の
武
器
と

す
る
」
Ｓ
Ｉ
Ｓ
が
、
日
々
に
あ
ち
こ
ち
で
威
力
を

現
わ
す
に
つ
れ
て
、
地
方
の
企
業
と
い
え
ど
も
ほ

お
っ
て
お
く
訳
に
は
い
か
な
く
な
る
。
企
業
の
情

報
化
は
、
ま
す
ま
す
経
営
の
必
須
条
件
と
な

っ
て

き
た
。

以
上
、
２
回
に
渡

っ
て
戦
略
的
情
報
シ
ス
テ
ム

の
考
え
方
と
構
築
の
た
め
の
重
要
な
点
に
つ
い
て

述
べ
て
き
た
が
、
さ
ら
に
詳
細
な
設
計
方
法
な
ど

に
つ
い
て
は
、
別
の
機
会
に
ゆ
ず
り
た
い
。
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を
発
揮
す
る
。
ま
た
、
社
内
体
質
の
改
善
や
能
力

の
向
上
、
活
性
化
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、
ニ
ュ

ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
造
、
異
業
種
へ
の
参
入
な
ど
の

チ
ャ
ン
ス
も
秘
め
て
い
る
。

戦
略
的
情
報
シ
ス
テ
ム
は
、
企
業
の
基
幹
業
務

を
支
援
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
る
。
流
行
語
の
落

し
穴
と
し
て
、
Ｓ
Ｉ
Ｓ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
購
入
す
れ

ば
戦
略
的
情
報
シ
ス
テ
ム
が
即
座
に
出
来
上
る

と
、
早
ト
チ
リ
す
る
人
も
少
な
く
は
な
い
。
セ
ー

ル
ス
マ
ン
も
そ
れ
ら
し
き
こ
と
を
言

っ
て
販
売
し

て
い
る
が
、
大
き
な
誤
り
で
あ
る
。
要
は
、
そ
の

企
業
の
経
営
基
盤
と
な
る
業
務
を
効
率
化
し
て
、

競
争
力
を

つ
け
、
市
場
で
の
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
獲

得
し
て
い
く
戦
略
の
た
め
の
情
報
シ
ス
テ
ム
で
あ

り
、
そ
こ
に
は
Ｓ
Ｉ
Ｓ
以
前
に
、
企
業
自
体
に
革

新
を
も
た
ら
す
明
確
な
企
業
ビ
ジ
ョ
ン
が
存
在
し

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

つ
ま
り
、
Ｓ
Ｉ
Ｓ
が
今
日
、
大
流
行
り
な
ら
ば

そ
れ
を
実
施

・
移
動
す
る
企
業
の
す
べ
て
が
、
自

己
革
新
を
も
た
ら
す
よ
う
な
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
を

も

っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現

実
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
基

幹
業
務
の
革
新
を
行
う
に
は
、
経
営
者
に
と
っ
て

企
業
の
存
立
自
体
を
揺
る
が
す
ほ
ど
の
決
断
と
覚

悟
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
数
年
に

わ
た
る
社
内
体
制
の
整
備
、
業
務
分
析
、
人
材
養

成

・
確
保
、
資
本
投
資
、
シ
ス
テ
ム
分
析
と
情
報

シ
ス
テ
ム
の
リ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
必
要
と
す
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
ら
の
ノ
ウ
ハ

ウ
が
多
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
他
社
が
容
易
に
マ

ネ
の
で
き
な
い
シ
ス
テ
ム
が
構
築
で
き
る
こ
と
に

な
る
。
さ
ら
に
は
、
同
業
社
の
追
髄
を
許
さ
な
い

た
め
に
、
次
か
ら
次
へ
と
第
２
段
、
第
３
段
、
の

経
営
戦
略
を
展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
戦
略

的
情
報
シ
ス
テ
ム
の
先
駆
的
な
事
例
に
な

っ
た
ア

メ
リ
カ
ン

・
エ
ア
ー
ラ
イ
ン

（Ａ
Ａ
）
の
場
合
も

そ
う
で
あ
る
。
「業
界
の
常
識
を
覆
す
」、
「最
悪

の
場
合
は
飢
え
死
を
覚
悟
す
る
」
、
「蓄
積
技
術

の
有
効
利
用
と
新
規
自
社
開
発
」
、
「第
２
段
、

第
３
段
の
戦
略
を
展
開
」
な
ど
の
自
己
革
新
が
、

ま
さ
に
戦
略
的
情
報
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
そ
れ
を

活
用
し
て
成
功
に
結
び
付
け
る
条
件
と
言
え
よ

＞ｎノ。戦
略
的
情
報
シ
ス
テ
ム
ほ
ど
の
大
規
模
シ
ス
テ

ム
に
な
る
と
、
中
身
に
ど
の
よ
う
な
情
報
を
入
れ

て
、
基
幹
業
務
と
ど
の
よ
う
に
関
連
付
け
る
か
と

い
う
肝
心
の
論
議
が
あ
ま
り
出
て
こ
な
い
。
今
日

の

一
般
的
な
Ｓ
Ｉ
Ｓ
論
な
ら
ば
、
オ
ン
ラ
イ
ン

・

リ
ア
ル
タ
イ
ム

・
シ
ス
テ
ム
が
出
来
た
頃
の
情
報

シ
ス
テ
ム
で
充
分
間
に
合
う
話
が
多
い
よ
う
で
あ

′υ
。Ｓ

Ｉ
Ｓ
は
同
業
他
社
に
先
駆
け
て
、
最
新
の
技

術
で
情
報
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
と
こ
ろ
に
大
き

な
意
義
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
他
社
の
追
髄
を
許
さ

ず
、
ど
れ
く
ら
い
の
期
間
に
渡

っ
て
他
社
と
の
優

位
さ
が
保
て
る
か
に
か
か

っ
て
く
る
問
題
で
あ

り
、
こ
の
期
間
こ
そ
が
経
営
力
強
化
、
売
上

・
利

益
の
向
上
、
業
績
向
上
の
維
持

・
持
続
に
つ
な
が

る
時
期
で
あ
る
。

Ｓ
Ｉ
Ｓ
の
構
築
に
は
、
必
ず
し
も
す
べ
て
の
コ

ン
ピ

ュ
ー
タ

・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
物
理
的
に
接
続

さ
れ
て
い
る
と
い
う
必
要
は
な
い
が
、
少
な
く
と

も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
接
点
に
な
る
部
分
で
長
時
間

に
渡
る
情
報
の
停
滞
が
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
。
ま

た
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ

・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
必
ず

し
も
大
規
模
な
も
の
で
あ
る
必
要
は
な
く
、
シ
ン

プ
ル
な
構
造
で
も
よ
い
。
た
と
え
ば
、
社
内
に
設
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つ
ま
り
、
企
業
の
求
め
る
技
術
相
談

・
課
題
に
つ

い
て
よ
く
耳
を
傾
け
て
、
ど
こ
を
支
援
す
べ
き
か
、

ど
ん
な
情
報
を
与
え
る
べ
き
か
、
ど
の
研
究
者
と

ど
う

い
う

つ
な
ぎ
方
を
す
る
の
か
。」
が
重
要
で

あ
り
、
す
な
わ
ち
企
業
の
要
望
の
読
み
替
え
、
企

業
と
大
学
を
仲
人
す
る
イ
ン
タ
引
フ
ェ
ィ
ス
機
能

の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
失
敗
例
と
し

て
、
当
初
、
直
接
研
究
者
と
企
業
と
を
仲
人
し
て

「企
業
は
先
生
に
相
談
し
た
の
に
論
文
渡
さ
れ
た

だ
け
で
何
の
メ
リ
ッ
ト
も
な
か
っ
た
」
ケ
ー
ス
な

ど
が
あ

っ
た
そ
う
で
す
。

以
上
の
現
状
と
問
題
点
の
発
言
か
ら
は
、
い
く

つ
か
の
共
通
課
題
を
見

い
出
す
こ
と
が
出
来
ま

す
。

第
１
は
産
学
官
と
も
に
発
想
の
転
換
が
必
要
な

こ
と
。
と
り
わ
け
大
学
側
は
真
理
の
探
求
と
と
も

に
地
域
の
貴
重
な
社
会
資
源
と
し
て
地
域
に
貢
献

す
る
姿
勢
を
持

つ
こ
と
。
そ
の
仲
人
役
と
し
て

は
、
異
日
同
音
に
行
政
の
役
割
が
極
め
て
必
要
と

な
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、
と
く
に
仲
人
役
に
は
産

と
学
の
文
脈
を
読
み
取
り
つ
な
ぎ
う
る
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
イ
ス
機
能
が
必
要
で
あ
り
、
交
流
を
永
続
的

に
す
す
め
て
い
く
た
め
に
は
各
機
関
を
つ
な
ぐ
交

流
の
シ
ス
テ
ム
化
が
強
く
要
請
さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
最
後
に
今
後
の
産
学
官
交
流
を
進
め

る
う
え
で
の
具
体
的
な
提
案
と
方
向
性
に
つ
い
て

も
発
言
が
あ
り
、
ま
ず
、
重
点
的
な
方
向
と
し
て

は
、
龍
谷
大
学
の
小
泉
氏
か
ら

「企
業
の
技
術
開

発
に
お
け
る
産
学
交
流
と
企
業
の
技
術
人
材
養
成

の
た
め
の
交
流
が
必
要
で
あ
る
。
」
と
の
報
告
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

具
体
的
な
提
案
で
は
、
交
流
の
シ
ス
テ
ム
化
と

し
て
①
仲
人
役
と
な
る
中
核
機
関
を
設
立
す
る
、

例
え
ば
、
豊
橋
で
は
第
３
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
サ
イ

エ
ン
ス
ク
リ
エ
イ
ト
２．
の
コ
ア
施
設
機
関
を
設
置

し
て
い
る
。
②
知
り
合
う
た
め
の
交
流
サ
ロ
ン
の

設
置
。
③
名
簿
の
作
成
。
例
え
ば
、
大
阪
工
業
会

で
は
大
学
教
官
と
研
究
内
容
の
６
０
０
ペ
ー
ジ
の

名
簿
を
作
成
し
て
い
る
。
④
仲
人
役
と
な
る
官
側

の
機
能
の
強
化
。
⑤
資
金
面
で
交
流
に
は
金
が
か

か
る
こ
と
の
認
識
と
資
金
の
確
保
な
ど
が
各
パ
ネ

ラ
ー
か
ら
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

戦
略
的
情
報
シ
ス
テ
ム
と

顧
客
ニ
ー
ズ
に
直
結
し
た
生
産
シ
ス
テ
ム
（後
）

龍
谷
大
学
社
会
学
部
教
授
　
法
雲
俊
邑

２
．
企
業
ビ
ジ

ョ
ン
と

戦
略
情
報
シ
ス
テ
ム

前
号
で
は
、
戦
略
情
報
シ
ス
テ
ム

（Ｓ
Ｉ
Ｓ
）

と
従
来
型
情
報
シ
ス
テ
ム
の
違
い
に
つ
い
て
述
べ

た
。
つ
ま
り
、
Ｓ
Ｉ
Ｓ
は
、
顧
客
の
囲
い
込
み
、

製
品

・
サ
ー
ビ
ス
の
差
別
化
か
ら
自
社
の
差
別
化

に
発
展
さ
せ
、
市
場
で
の
競
争
優
位
の
体
制
を
作

り
出
す
。
こ
れ
に
よ

っ
て
競
争
条
件
を
変
化
さ

せ
、
業
界
構
造
の
変
革
を
も
た
ら
す
ほ
ど
の
威
力
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開
催
。
技
術
者
養
成
講
座
や
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

て
い
る
。
」
ま
た
、
産
学
共
同
研
究
の
た
め
に
は
、

ま
ず
知
り
合
う
こ
と
が
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
交
流
サ
ロ
ン
を
開
催
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
サ
ロ
ン
は
月
１
回
の
ペ
ー
ス
で
、
ビ
ー
ル
で
の

飲
み
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
入
れ
な
が
ら
、
大
学
側
が

ま
ず
ど
ん
な
研
究
者
が
い
て
、
ど
ん
な
研
究
を
や

っ
て
い
る
か
を
３
分
間
ス
ピ
ー
チ
す
る
。」
そ
の

結
果
、
最
近
で
は
毎
月
７０
～
８０
人
が
参
加
。
直
接

企
業
と
研
究
者
の
間
で
自
由
に
交
流
を
行
う
こ
と

に
な

っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

同
じ
く
龍
谷
大
学
で
も
地
域
に
開
か
れ
た
大
学

を
目
指
し
、
「地
域
の
産
業
界
と
の
緊
密
な
関
係

作
り
の
た
め
に
新
春
技
術
講
演
会
を
開
催
し
て
い

る
。
と
く
に
滋
賀
県
で
は
、
企
業
立
地
が
進
み
有

数
の
工
業
県
と
な

っ
た
も
の
の
、
企
業
の
横
の
交

流
が
意
外
と
少
な
く
い
大
学
は
地
域
に
立
地
す
る

企
業
や
技
術

。
人
の
交
流
の
仲
人
役
、
す
な
わ
ち

シ
ン
ク
タ
ン
ク

（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
）
機
能
を
持

つ
こ
と
が
そ
の
役
割
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
。」
と

語
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
官
側
か
ら
、
和
歌
山
県
工
業
技
術
セ
ン

タ
ー
の
横
山
勝
雄
所
長
が
発
言
さ
れ
ま
し
た
。
同

工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
は
近
年
、
公
設
試
験
研
究
機

関
と
し
て
は
思
い
切

っ
た
発
想
転
換
の
も
と
意
欲

的
な
産
官
交
流
に
取
り
組
ま
れ
て
ま
す
。
ま
ず
、

行
政
に
お
け
る
公
平
性
の
観
点
か
ら
こ
れ
ま
で
特

定
企
業

へ
の
支
援
に
は
抵
抗
が
あ

っ
た
が
、
「企

業
の
も
う
け
に
つ
な
が
る
よ
う
な
開
発
の
手
助
け

を
す
る
。
特
定
企
業
で
あ

っ
て
も
ま
ず
成
功
事
例

を
だ
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
」
と
し
て
、

県
単
独
で

「産
官
共
同
研
究
を
実
施
、
２
年
間
で

６
件
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
る
」
と
発
言
さ
れ
ま

し
た
。

続

い
て
、
産
学
官
交
流
を
展
開
し
て
い
く
上
で

の
問
題
点
に
つ
い
て
、
討
議
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た

が
、
共
通
点
と
し
て
は
、
①
産
学
そ
れ
ぞ
れ
本
来

の
目
的
が
違
う
中
で
両
組
織
を
結
び
つ
け
る
難
し

さ
、
②
大
学
の
窓
口
が
ど
こ
か
わ
か
ら
な
い
、
ど

ん
な
研
究
を
行
っ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
と
い

っ
た
大
学
へ
の
ア
ク
セ
ス
・
き
っ
か
け
づ
く
り
の

問
題
、
③
企
業
側
の
本
当
の
要
求

。
ニ
ー
ズ
が
ど

こ
に
あ
る
か
を
つ
か
む
こ
と
の
困
難
さ
、
④
中
小

企
業
に
お
け
る
問
題
な
ど
が
浮
か
び
上
が
り
ま
し

た
。
と
く
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
従
来
、
産
学
交

流
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
①
②
の
問
題
以
上
に
③
の

い
か
に
産
学
を
つ
な
ぐ
か
と
い
う
イ
ン
タ
ー
フ
ェ

イ
ス
機
能
の
必
要
性
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

例
え
ば
、
豊
橋
技
術
科
学
大
学
の
大
竹
氏
は

「企
業
が
相
談
し
て
き
た
こ
と
に
対
し
て
そ
の
要

求
を
よ
―
く
読
み
取
る
こ
と
が
必
要
。
し
ば
し
ば

相
談
事
項
そ
の
も
の
が
不
明
な
こ
と
や
企
業
の
中

に
解
決
策
が
あ
る
の
に
相
談
が
あ
っ
た
り
す
る
。
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コ
ー
デ
ｒ
子
―
タ
ー

日
刊
工
業
新
聞
社
大
阪
支
社
編
集
局
第
二
部
長

岡
田
清
治
氏

{太
陽
鉄
工
仰
代
表
取
締
役
社
長

北
浦
公
雄
氏

関
西
化
学
機
械
製
作
い

野
田
泰
夫
氏

豊
橋
技
術
科
学
大
学
工
学
部
教
授大

竹

一
友
氏

龍
谷
大
学
科
学
技
術
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長

小
泉
光
恵
氏

和
歌
山
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
所
長

横
山
勝
雄
氏

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
岡
田

氏
の
司
会
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
産
学
官
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、
各
パ

ネ
ラ
ー
が
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
産
学
官
交
流

の
現
状
と
特
徴
的
な
点
に
つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

ま
ず
、
産
業
界
か
ら
は
、
太
陽
鉄
工
仰
の
北
浦

公
雄
社
長
、
関
西
化
学
製
作
佛
の
野
田
康
夫
社
長

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

太
陽
鉄
工
佛
は
、
油
圧
・
空
圧
機
器
、
自
動
化

機
器
等
各
種
産
業
機
器
の
開
発
・
製
作
を
行
っ
て

お
り
、
売
上
高
は
５
０
０
億
円
、
従
業
員
約
１
、

０
０
０
人
で
、　
一
方
、
関
西
化
学
機
械
製
作
仰
は

化
学
機
器
を
主
力
に
売
上
高
１９
億
円
、
従
業
員
５３

人
の
企
業
で
す
。

両
社
に
お
け
る
産
学
官
交
流
の
特
徴
は
、
①
多

様
な
方
法
で
交
流
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
、
②
交

流
が
交
流
を
呼
び
起
こ
し
次
第
に
密
度
と
成
果
が

あ
が

っ
て
い
く
こ
と
が
、
発
言
か
ら
う
か
が
え
ま

し
た
。
例
え
ば
、
関
西
化
学
製
作
で
は
、
「大
学

の
先
生
か
ら
情
報
を
入
手
す
る
。
共
同
研
究
に
よ

っ
て
大
学
の
研
究
シ
ー
ズ
を
応
用
し
自
社
技
術
と

す
る
。
先
生
に
社
員

。
研
究
員
の
教
育
を
行

っ
て

も
ら
う
」
と
い
っ
た
大
学
教
官
と
企
業
の
間
で
様

々
な
つ
な
が
り
を
持
ち
、
「先
生
と
よ
く
知
り
あ

う
に
つ
れ
て
先
生
か
ら
こ
ん
な
機
器
の
試
作
を
や

っ
て
も
ら
え
な
い
か
と
か
、
学
会
の
手
伝
い
を
や

っ
た
り
も
す
る
。
そ
の
か
わ
り
に
先
生
の
人
脈
に

よ
り
人
を
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
貴
重
な
情

報
を
得
た
り
す
る
。
」

要
す
る
に
双
方
の
信
頼
関
係
の
下
に
ギ
ブ
ア
ン

ド
テ
イ
ク
の
関
係
を
深
め
て
い
け
ば
、
成
果
が
あ

が

っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
し
て
、
企
業
側
か
ら
み
た
産
学
の
背
景
と
必

要
性
に
つ
い
て
は
、
「か

つ
て
２０
年
前
ご
ろ
に
は

産
学
交
流
な
ど
と
言
え
ば
白
い
日
で
み
ら
れ
た
時

代
。
今
は
非
常
に
恵
ま
れ
た
環
境

。
時
代
に
な

っ

た
。」
と
産
学
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
を
述
べ
、

「大
学
は
教
授
の
他
講
師
、
助
手
の
研
究
ス
タ
ッ
一
＼

フ
の
人
と
設
備
が
あ
り
、
サ
イ
エ
ン
ス
に
は
強
い
。

し
か
し
そ
れ
を
応
用
す
お
技
術
に
は
弱
い
。
反
対

に
中
小
企
業
は
人
も
設
備
も
資
金
も
不
足
す
る

が
、
技
術

・
応
用
面
に
つ
い
て
は
自
信
が
あ
る
。
」

と
し
、
両
者
の
交
流
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
強
調
さ

れ
ま
し
た
。

次
に
、
大
学
側
か
ら
は
、
豊
橋
技
術
科
学
大
学

の
大
竹

一
凍
工
学
部
教
授

（同
大
学
前
技
術
開
発

セ
ン
タ
ー
長
）、
龍
谷
大
学
科
学
技
術
共
同
セ
ン

タ
ー
所
長
の
小
泉
光
恵
教
授
が
発
言
さ
れ
ま
し

上
た

。

豊
橋
技
術
科
学
大
学
は
、
愛
知
県
豊
橋
市
に
本

拠
を
置
き
、
設
置
時
点
か
ら
科
学
と
技
術
と
の
交

流
を
目
指
す
国
立
大
学
で
、
地
域
に
開
か
れ
た
大

学
作
り
に
力
を
入
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
の
た

め

「地
域
の
技
術
者
を
対
象
に
し
た
夜
間
講
座
の

産
学
官
の
交
流
に
向
け
て

8



２．
世
紀
に
な
る
と
、
８
０
０
人
乗
り
の
ス
ー
パ

ー
ジ
ャ
ン
ボ
で
ア
メ
リ
カ
或
い
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

旅
行
で
き
る
。
急
い
で
い
る
人
は
ア
メ
リ
カ
ヘ
も

ロ
ン
ド
ン
ヘ
も
３
時
間
で
行
け
る
。
そ
の
次
に
は

飛
行
場
か
ら
離
隆
し
て
、
月
へ
行
く
こ
と
も
で
き

る
。
こ
れ
が
２．
世
紀
の
状
態
な
の
で
す
。

次
に
物
理
と
化
学
に
目
を
向
け
て
見
る
と
、
今

世
紀
は
じ
め
か
ら
原
子
、
中
間
子
、
素
粒
子
等
と

こ
ま
か
い
こ
ま
か
い
方
向
に
物
理
学
は
進
ん
で
い

ま
す
。

そ
れ
に
対
象
的
な
の
は
化
学
の
方
で
、
１
９
２

０
年
か
ら
高
分
子
の
化
学
が
進
歩
し
、
１
９
３
７

年
に
そ
れ
を
完
壁
に
し
た
ナ
イ
ロ
ン
が
で
き
ま
し

た
。ま

た
、
原
子
力
の
研
究
も
進
み
、
い
ま
ま
で
天

然
に
し
か
な
か
っ
た
も
の
を
化
学
的
に
合
成
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
も

っ
と
進
ん
で
、
人
間
の
細
胞
を
合
成

す
る
こ
と
や
、
そ
の
中
の
い
ろ
い
ろ
な
働
き
を
す

る
物
質
が
化
学
的
に
分
析
さ
れ
、
そ
の
構
造
や
機

能
が
だ
ん
だ
ん
わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
と
も
と
に
い
ろ
い
ろ
な
研
究
や
開
発
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
ひ
ら
め
く
こ
と
は
い
く
ら
で
も
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
を
放

っ
て
お
く
と
忘
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
を
う
ま
く
活
用
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
そ
し
て
そ
れ
を
も
の
に
書
い
て
お

く
こ
と
が
必
要
で
す
。

創
造
性
と
い
う
こ
と
を
学
校
教
育
の
中
で
ど
う

教
え
る
か
と
い
う
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
こ
と
で

す
。

一
つ
は
発
表
能
力
を
つ
け
る
、
も
う

一
つ
は
異

分
野
の
人
と
会
話
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

核
兵
器
も
科
学
技
術

機
械
的
に
人
間
の
頭
脳
に
代
わ
れ
る
も
の
と
し

て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。

１
９
４
６
年
に
完
成
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
真

空
管
が
１
８
、
０
０
０
本
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
後
、
急
速
に
進
歩
を
遂
げ
た
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
、

今
で
は
、
ニ
ュ
ー
ロ
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
と
い
う
て
人

間
の
頭
に
近
い
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ま
で
出
て
き
ま
し

た
。
遂
に
は
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
が
ど
ん
ど
ん
人
間
の

頭
の
代
わ
り
に
な

っ
て
く
れ
る
時
代
が
来
る
と
思

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
ゝ

科
学
技
術
は

一
面
に
お
い
て
は
非
常
に
大
き
な

幸
い
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
戦
争
等
に
よ

っ
て
人
間
に
不
幸
を
も

た
ら
す
面
も
あ
り
ま
す
。
科
学
技
術
が
進
歩
す
る

と
か
え

っ
て
人
類
が
不
幸
に
な
る
と
い
う
心
配
の

面
も
あ
り
ま
す
。

し
た
が

っ
て
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
人
文
社
会

が
、
こ
れ
か
ら
の
国
際
情
勢
に
必
要
に
な

っ
て
き

ま
す
。

私
自
身
、
こ
の
よ
う
な
社
会
の
動
き
に
常
に
注

意
を
向
け
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
お
話
を
、
Ｏ
Ｈ
Ｐ
を
ま
じ
え
て
ユ

ー
モ
ラ
ス
に
講
演
し
て
い
た
だ
き
、
参
加
者
は
熱

心
に
聞
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。
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発
明
家
で
有
名
な
ト
ー
マ
ス
エ
ジ
ソ
ン
は
、

「天
才
と
い
う
の
は
１
％
が
ひ
ら
め
き
で
、
そ
し

て
残
り
９９
％
が
汗
で
あ
る
、
努
力
で
あ
る
。」
と

申
し
ま
し
た
が
、
実
際
に
科
学
技
術
を
支
え
て

い
る
の
は
１
人
の
天
才
と
９９
人
の
労
働
者
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
環
境
を
つ
く
る
に

は
イ

マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
非
常
に
大
切
な
の
で

す
。皆

さ
ん
ご
存
じ
の
サ
ー
ア
イ
ザ
ニ
ッ
ク
ニ
ュ
ー

ト
ン
は
、
り
ん
ど
が
本
か
ら
落
ち
る
の
を
見
て
万

有
引
力
の
法
則
を
考
え
出
し
ま
し
た
。

そ
う
い
う
よ
う
に
、
ア
イ
デ
ィ
ア
は
瞬
間
的
に

思
い
つ
く
も
の
な
の
で
す
。
そ
れ
が
こ
れ
か
ら
の

私
た
ち
の
大
き
な
テ
ー
マ
な
の
で
す
。

天
才
に
な
る
た
め
に

そ
れ
で
は
、
こ
れ
か
ら
誰
で
も
天
才
に
な
れ
る

方
法
を
特
に
お
教
え
し
ま
す
。

ま
ず
最
初
に
、
無
線
通
信
で
す
。
現
在
私
た
ち

は
、
一ミ
ン
オ
で
音
楽
を
聴
い
た
り
、
テ
レ
ビ
で
ド

ラ
マ
を
見
た
り
し
て
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
が
、
ラ

ジ
オ
や
テ
レ
ビ
で
働
い
て
い
る
人
は
大
変
な
数
で

す
。
実
に
数
か
ぎ
り
な
い
人
が
、
テ
レ
ビ

・
ラ
ジ

オ
が
で
き
た
た
め
に
職
を
得
て
い
ま
す
。

無
線
通
信
と
い
う
の
は
、
マ
ル
コ
ニ
ー
が
ヘ
ル

ツ
の
実
験
の
話
を
新
聞
で
読
み
、
い
ろ
い
ろ
な
発

明
、
研
究
の
結
果
、
１
９
０
１
年
１２
月
１３
日
に
大

西
洋
を
越
え
て
無
線
機
に
成
功
し
た
の
が
最
初

で
、
こ
の
よ
う
な
学
問
が
実
際
の
世
の
中
に
伝
わ

り
今
日
の
テ
レ
ビ

・
ラ
ジ
オ
の
全
盛
期
時
代
を
迎

え
て
い
る
の
で
す
。

そ
こ
で
、
本
当
に
ほ
ん
の
簡
単
な
ア
イ
デ
ィ

ア

・
ひ
ら
め
き
で
い
か
に
多
く
の
人
に
楽
し
み
を

与
え
、
い
か
に
多
く
の
人
に
職
業
を
与
え
て
い
る

か
と
い
う
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
次
に
１
９
０
３
年
１２
月
１７
日
、
ラ
イ
ト
兄

弟
が
人
類
初
の
飛
行
に
成
功
し
ま
し
た
。

今
世
紀
の
間
に
、
飛
行
機
は
非
常
に
た
く
さ
ん

飛
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
、
外
国
へ
行
く
人

で
、
よ

っ
ぽ
ど
お
金
を
持

っ
て
い
な
い
人
で
な
い

か
ぎ
り
、
誰
で
も
飛
行
機
で
行
く
の
が
常
識
に
な

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

１
９
６
９
年
、
コ
ン
コ
ル
ド
と
い
う
超
音
速
の

飛
行
機
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
飛
行
機
は
マ
ッ
ハ

２
で
、
音
速
の
２
倍
の
速
度
で
パ
リ
～
ア
メ
リ
カ

合
衆
回
、
ワ
シ
ン
ト
ン

・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
あ
る
い

は
ロ
ン
ド
ン
～
シ
ド
ニ
ー
を
飛
ん
で
い
ま
す
が
、

こ
の
飛
行
機
は
１
３
６
人
乗
り
で
あ
ま
り
多
く
の

お
客
を
乗
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
も
う
１
つ

は
環
境
問
題
で
、
験
音
が
非
常
に
大
き
く
東
京
ヘ

着
陛
す
る
こ
と
を
許
可
し
て
い
ま
せ
ん
。

こ
う
い
う
こ
と
で
あ
ま
り
普
及
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
現
在
、
世
界
各
国
で
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
～
東

京
間
が
約
３
時
間
、
約
３
０
０
人
乗
り
の
飛
行
機

を
共
同
開
発
し
て
い
ま
す
。

飛
行
機
の
先
は
な
に
か
と
言
い
ま
す
と
、
ロ
ケ

ッ
ト
で
す
。

１
９
６
９
年
７
月
２０
日
、
ニ
ー
ル
ア
ー
ム
ス
ト

ロ
ン
グ
が
月
に
降
り
立
ち
ま
し
た
。
こ
れ
を
契
機

と
し
て
、
宇
宙
基
地

・
ス
ペ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

等
の
さ
ま
ざ
ま
な
計
画
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
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２‐
世
紀
の
科
学

。
技
術

日
本
学
術
〈
富
議
△
石
長

近

藤

次

郎

氏

な
ぜ
人
間
は
繁
栄
し
た
の
か

あ
と
９
年
で
２．
世
紀
に
な
り
ま
す
。

明
治
３４
年
１
月
の
報
知
新
聞
の
記
事
に
は
、

２０

世
紀
に
な
る
と
、
テ
レ
ビ
電
話
が
で
き
る
。
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
が
で
き
る
。
新
幹
線
が
で
き
る
。
自
動

車
が
普
及
す
る
。
と
い
う
こ
と
が
書
い
て
あ
り
ま

し
た
。
台
風
を
と
め
る
こ
と
と
、
人
と
獣
が
会
話

す
る
と
い
う
２
つ
の
こ
と
以
外
ほ
と
ん
ど
が
書
か

れ
て
い
た
と
お
り
実
現
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
世
界
中
で
人
口
が
増
加
し
て
５０
億
人
を

突
破
し
て
い
ま
す
が
、
人
類
は
約
２
０
０
万
年
前

に
こ
の
地
上
に
現
わ
れ
、
現
在
ま
で
に
人
類
だ
け

が
こ
ん
な
に
発
展
し
ま
し
た
。

今
、
人
間
よ
り
力
の
強
い
ラ
イ
オ
ン
と
か
、
ゾ

ウ
、
ワ
ニ
等
は
、
人
間
が
手
厚
い
保
護
を
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
の
数
は
ど
ん
ど
ん
減

っ
て

い
ま
す
。
絶
滅
に
頻
し
て
い
る
と
も
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

人
間
だ
け
が
そ
ん
な
に
発
展
す
る
の
は
ど
う
い

う
こ
と
か
。今
世
紀
の
始
め
は
１６
億
人
ほ
ど
で
、

１
９
８
７
年
に
は
５０
億
に
な
り
、
現
在
５４
億
。
ま

だ
１
世
紀
経

っ
て
い
な
い
間
に
３
倍
も
の
人
口
に

増
え
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
ど
う
い
う
訳
か
と
い
う
と
、
人
間
は
、

他
の
動
物
に
は
な
い
頭
脳
を
持

っ
て
い
ま
す
。、
そ

の
中
で
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

（創
造
力
）
と
い
う

も
の
を
働
か
せ
、
私
た
ち
の
周
り
の
い
ろ
い
ろ
な

便
利
な
も
の
を
作

っ
て
き
ま
し
た
。
作
物
が
不
作

に
な

っ
た
と
き
は
、
蒸
気
機
関
車
や
船
で
作
物
が

た
く
さ
ん
で
き
た
と
こ
ろ
か
ら
持

っ
て
来
る
こ
と

が
で
き
、
夏
は
冷
房
で
涼
し
く
、
冬
は
暖
房
で
暖

か
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が

わ
た
し
た
ち
が
長
生
き
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
理

由
の
ひ
と
つ
で
す
。

こ
れ
は
、
す
べ
て
科
学
技
術
で
支
え
て
い
る
も

の
で
、
人
類
が
こ
の
よ
う
に
発
達
し
て
き
た
の
は

正
に
科
学
技
術
の
お
か
げ
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。

ア
イ
デ
ア
は
瞬
間
的
に
思
い
つ
く

と
こ
ろ
が
、
科
学
技
術
と
い
う
の
は
、
た
だ
勉

強
す
る
だ
け
で
は
発
達
し
ま
せ
ん
。
大
な
り
小
な

り
新
し
い
こ
と
を
創
造
す
る
、
創
り
出
す
と
い
う

こ
と
が
必
要
で
す
。
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人
と
技
術

「新

上
父
流
の
時
代
」

会場の籠谷大学瀬田キャンパス

L

す
向

て

２．
世
紀
を
間
近
に
控
え
た
今
日
、
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
高
度
技

術
の
波
、
ま
た
、
国
際
化
、
情
報
化
の
方
向

は
ま
す
ま
す
強
く
な
り
、
産
業
界
に
お
い
て

も
こ
の
社
会
環
境
の
変
化
に
機
敏
に
対
応
す

る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
最
新
技
術
情
報
の
提
供
、
産

学
官
の
交
流
機
会
の
創
出
等
に
よ
っ
て
、
県

内
企
業
に
対
し
て
科
学
技
術

・
工
業
技
術
に

関
す
る
知
識
の
啓
発
普
及

・
意
識
の
高
揚
を

図
る
と
と
も
に
、
技
術
開
発
の
向
上
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
滋
賀
県
科
学
技

術
振
興
プ
ラ
ザ
観
を
開
催
し
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
９
月
２０
日
に
《
人
と
技
術
「新

交
流
の
時
代
」
に
向
け
て
》
を
テ
ー
マ
と

，

Ｌ

▼

Ｆ
Ｌ
Ｖ

し
て
龍
谷
大
学
瀬
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て

開
催
し
ま
し
た
。

午
前
中
は
龍
谷
大
学
の
職
員
の
方
々
の
ご

協
力
の
も
と
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー

（見
学

会
）
を
行
い
、
約
１
５
０
名
の
参
加
者
が
学

内
の
施
設
や
、
機
器
等
を
熱
心
に
見
学
さ
れ

ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
日
本
学
術
会
議
会
長
の
近
藤

次
郎
氏
の
講
演
会
が
あ
り
、
そ
の
あ
と
産
学

官
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
い
、
約
２

０
０
名
の
参
加
を
得
て
、
成
功
裡
に
終
了
し

ま
し
た
。

そ
れ
で
は
、
記
念
講
演
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
中
身
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
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